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の時間を規制する｢落穂拾いの鐘｣（gleaning bell, gleaners’ bell）や「落穂拾い人


























の裁判が、J. L.ハモンド夫妻を初めとする歴史家、特に E. P.トムスン( E. P. 
Thompson)によって注目されており、「慣習から犯罪へ」の転換の指標であると




とし、論文“The Grid of Inheritance”の中で、「1741 年の大法官府の決定によって
泥炭採掘権が否認され、1788 年には枯れ木拾いが否認され、また同 1788 年に
は落穂拾いに対して重大な決定が成された」と述べている7。またトムソンは、
こうした慣習に注目し、その慣習が犯罪と見なされるようになるプロセスを重
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Thompson (eds.), Family and Inheritance (Cambridge, 1976), pp. 340-341. 
8 E. P. Thompson, Whigs and Hunters (Harmondsworth, 1976), p. 241. 
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ー上の慣習」とは、キングによる「一般的コモン・ロー」(the general common law)
に、「地方の慣習」は「地方的コモン・ロー」(the local common law)にそれぞれ
対応している。 
また、福士は、「地方の慣習」としての落穂拾いについて、「2 つの文化」と
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では 1677 年が初出で、1753 年の用例（Chambers Cyclopaedia の Supplement）でも、やはり、
「鐘を鳴らす技術、あるいは科学」という意味で用いられている(“campanology,” OED)。1848
年にギャティ（Alfred Gatty）が出版した『鐘: その起源、歴史、及び様々な使用』（The Bell: 
Its Origin, History, and Uses）や 1857 年にルーキス（William C. Lukis）牧師が出版した『鐘




調査が他の人々によって積極的に行われるようになっていった(Deedes & Walters, op.it., p. 
v)。1870 年代からは各地の鐘を調査･研究した本が、ほぼ毎年、続々と出版されるように
なり、その傾向は 20 世紀初旬ころまで続いていくことになるのである。 
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10. Alfred Heneage Cocks, The Church Bells of Buckinghamshire (1897) 
 
これらの鐘学の研究者は、古物研究家の教区牧師や考古学関係の学会などの
会員である。ディーズ（Cecil Deeds）はエセックスの Wickham St. Paul’s の教区
牧師(rector)、オーエン（T. M. N. Owen）はハンティンドンシャーの Woodwalton
















 また、本論文では、18 世紀後期から 19 世紀の時期の落穂拾いに関するファ
ーマー側の規制についても分析を試みているが、19 世紀に発刊されたフォーク
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(3)Moulton 教会の鐘、Ashdon 教区、収穫儀礼に関する史料など 
 本論で取り上げる Moulton 教会に関しては、マッジ（Sidney Joseph Madge）






的な研究書 Ashdon がある34。また，Annals of Ashdon (1988)35と Five Miles from 
                                                   
31 「ノーツ・アンド・クィアリーズ」『南方熊楠を知る事典』松井竜吾[ほか]編、講談社、
1993 年、189-193 頁。 
32 現在は廃刊となっているが、1954 年（第 63 巻）まで発行されていたことは確認されて
いる（“Essex Review,” British and Irish Archaeological Bibliography）。 
33 Sydney Madge（1874-1961）は，Northampton and Oakham Architectural Society の会員で，
グロースターシャーの歴史と遺物を扱った、4 回発行の季刊雑誌 Gloucestershire Notes and 
Queries の編集者であった、古物研究家である。この本の他にも、Moulton の様々な歴史的
記録や史料を調査、研究した The Registers of Moulton, Northamptonshire（London, 1903）や 
Materials for a History of Moulton（London, 1903）という本などを出版している。 
34 Angera Green, Ashdon (Aldham, 1989). 





12 巻（1903 年）と第 34 巻（1925 年）に、関係記事が寄稿されており、貴重な
情報を提供してくれるものとなっている37。 
収穫期の慣習や儀礼に関しては、落穂拾いに関する研究と同様，本格的なま
とまった研究はなされていないのが現状である。先述の R. W. ブッシャウェイ
が少し詳細にそれらの慣習や儀礼の一端を論じているが、他にめぼしいものは
ないと言える。むしろ、チャールズ・カイトリー（Charles Kightly）の民俗学の
















                                                   
36 Christopher Ketteridge and Spike Mays, Five Miles from Bunkum (London, 1972). 
37 The Essex Review 12 (1903); The Essex Review 34 (1925), pp. 56-57, 106-110, 162-163, 
210-212.  
38 Charles Kightly, The Perpetual Almanack of Folklore (1987; London, 1994); Charles Kightly, 
The Customs and Ceremonies of Britain (London, 1986)チャールズ・カイトリ （ー澁谷勉訳）『イ
ギリス祭事・民俗事典』大修館書店、1992 年；チャールズ・カイトリー（澁谷勉訳）『イ
ギリス祭事暦』大修館書店、1995 年。 
39 R. H. Chambers (ed.), The Book of Days, 2 vols. (London and Edinburgh, 1863-1864); William 
Hone, The Every-Day Book and Table Book, 3 vols. (London, 1838).   
12 
 













初期近代の 16 世紀から 18 世紀前半は囲い込みの進展等による土地所有の再編が進んで、
農業資本主義が勃興し､発達する時期に当たる。 
16 世紀には､トマス・モア（Sir Thomas More, 1478-1535）が『ユートピア』（Utopia, 1516）
において羊が人間を食い殺す話として言及されているような､羊毛の生産高をあげるため
の､農耕地を牧場に転換する囲い込みが行われたが､同時に農業生産高を上げるための囲い




                                                   
40 アッシュレー著、アレン増補（矢口孝次郎訳）『イギリス経済史講義』有斐閣、1953 年、
2-6 頁。 
41 今井宏編『世界歴史大系 イギリス史 2 近世』山川出版社、1990 年 116 頁；木下 卓『旅
と大英帝国の文化: 越境する文学』ミネルヴァ書房、2011 年、157 頁。 
42 エレン・メイクシンス・ウッド（平子友長・中村好孝訳）『資本主義の起源』こぶし書





くこととなった（小林 茂『イギリスの農業と農政』成文堂、1973 年、17 頁）。 
13 
 
Locke, 1632-1704)が唱えた所有理論であった。ロックは『市民政府論』（Two Treatises of 
Government, 1690）において、「彼の身体の労働、彼の手の働きは、まさしく彼のものであ
る」（第 5 章 27 節）43という労働所有権論に基づいて、「私も他人も共同で権利をもってい
る場所で､私の馬の喰う草、私の召使いの刈った芝生、私の掘り出した鉱石は､だれの譲渡











エーカーを与えたものと言っていいだろう。（第 5 章 37 節）45 
 
と述べて、私的利益の追求が社会全体の利益をもたらすことになると主張し、「土地の不均








                                                   
43 ロック（鵜飼信成訳）『市民政府論』岩波書店、1968 年、33 頁。 
44 同上書、34 頁。 
45 同上書、42-43 頁。 
46 同上書、54 頁；友岡敏明『ロック市民政府論入門』有斐閣、1978 年、88、91-92 頁。 




















                                                   
48 E. J. ホブズボーム（浜林正夫・神武庸四郎・和田和夫訳）『産業と帝国』未来社、1996
年、、123 頁。例えば、スタフォードシャーのバゴット家の場合、4,500 エーカーの所領に、
1724 年には 65 の農場があり、その内 100 エーカー以上の農場は 16 であり、平均規模は 135
エーカーであったが、1764 年には 5,700 エーカーの所領に 46 の農場しかなく、その内 100
エーカー以上は 23 で、平均規模は 189 エーカーになっている(同上書、124 頁の註)。 





ンゲイの指摘によれば、「イングランドの農村ではおよそ 1660 年から 1750 年にいたる間小
土地所有者及び小農業者一般の大規模な没落が起こった」のであった（G. E. ミンゲイ/ E. L. 
ジョーンズ（亀山 潔訳）『イギリス産業革命期の農業』成文堂、1978 年、68 頁）。 
49 ウッド、前掲書、111、116-19 頁。 
50 ホブズボーム、前掲書、32 頁; ミンゲイ/ E. L. ジョーンズ、前掲書、33-37 頁。 
51 ウッド、前掲書、138 頁. 
52 古くは落穂拾いを意味する英語は lesan (lease の古い形)であったが、14 世紀後期に glene 
(glean の古い形)という用語が新たに登場し、その後、glean がより一般的に用いられるよ














ように56、彼の元で働いている者たちの妻と子どもに特権として落穂拾いを認めている57。       
                                                   
53 W. O. Ault, Open-Field Farming in Medieval England: A Study of Village By-Laws in Medieval 
England (London : George Allen and Unwin, 1972), p. 32; Samuel L. Popkin, The Rational 
Peasant : The Political Economy of Rural Society in Vietnam (Berkeley : U of California P, 1979), 
pp. 51-53; George Caspar Homans, English Villagers of the Thirteenth Century (New York: Norton, 
1975), p. 372; 鵜川 馨、「W. O. Ault, Some Early Village By-Laws. (English Historical Review, 
Vol. XLV, 1930)」、『西洋史學』XXVIII、1956 年、63 頁。 
54 Linda Vardi, “Construing the Harvest: Gleaners, Farmers, and Officials in Early Modern France,” 
American Historical Review (December 1993), p. 1430; Michael Roberts, “Sickles and Scythes: 
Women’s Work and Men’s Work at Harvest Time,”History Workshop 7.1 (1979), pp. 10, 17-18, 23; 






１．日給で一ペンス及び食物を稼げる者は落穂拾い(glean)を行ってはならない。     
２．落穂拾い人(gleaners)は、老人も年少者も共に、誠実に、そして、よく、落穂拾い
を行わなければならない。                             
３．落穂拾い(gleaning)において、あるいは他のことにおいて、罪を犯す人を、その人
が村内の人であれ村外の人であれ、蔵匿して(harbor)はならない。 
（Ault [1972], op.cit., p. 172） 




と述べる一節がある（Langland, William, Will’s Vision of Piers Plowman, tr. E. Talbot Donaldson 
[NewYork, 1990] , p. 62；ウィリアム・ラングランド[地竹郎訳]『ウィリアムの見た農夫ピァ
ズの夢』再版、篠崎書林、1974 年、155-156 頁。ただし、引用文の訳はコンテクストにあ
わせて一部修正を加えている）。 
57 Best, op. cit., p. 123; Peter King, “Customary Rights and Women’s Earnings: The Importance of 
Gleaning to the Rural Labouring Poor, 1750-1850,” Economic History Review 44-3 (1991), p. 470. 
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58 King (1991), op.cit., p. 470. 
59 Ibid., p. 470; J. A. Sharpe, Crime in Early Modern England 1550-1750 (London,1984), p. 123. 
60 King (1991), op. cit., p. 470. 
61 食糧増産という国民的要求のもとに議会の支援を受け、議会の個別法の形で大規模に推
進された議会エンクロージャーは、1750年から 1850年の１世紀の間に集中して行なわれ、
イングランドの面積の約 5 分の 1 に相当する約 650 万エーカーの土地（耕地が 450 万エー
カーで、残りは共同地と荒蕪地）が囲い込まれた。 
特に 2 つのピークが認められ、第一波は 1760 年代から 1770 年代の 20 年間、第二波は





社、1983 年、563-564 頁; レックス・ポウプ編[米川伸一、原剛訳]『イギリス社会経済史
地図』原書房、1991 年、3 頁; 小林、前掲書、12 頁；田渕淳一「『農業革命』研究の動向






















スネル (K. D. M. Snell) は、1662 年の定住法 (the Settlement Act of 1662)の下で、貧民救
済の候補者ないし救貧税の重荷になりそうだと思われる人々の定住教区を調査した史料を





州で調査されたものである。スネルはその 10 州の中の田舎の教区の史料を基に、1690 年
                                                                                                                                                     
(mixed farms)は 220 エーカーである(James Caird, Engilish Agriculture in 1850-51, 2nd 
ed. [New York, 1967], p. 482)。 
中世の時代、開放耕地制下での地条保有農民の標準的保有面積が 30 エーカーであった





62 King, op. cit., p. 470. 
63 Ibid., p. 471. 
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から 1860 年までを五つの区分――すなわち、1．18 世紀後半の小麦価格の高騰前、2．18
世紀後半の小麦価格の高騰期、3．ナポレオン戦争期、4．ナポレオン戦争後から新救貧法
(1834)まで、5．新救貧法以後――に分けて、男女の失業の季節分布を調査したのであった
64。図 1、図 2 がその調査結果を図示したものである。 
図１は男性の長期的な季節的失業のパターンを示している。男性の場合、例えば、1792




線を一貫して描いており、特に 19 世紀初めの時期（ナポレオン戦争後の 1815 年から 1834
年の時期）にはその曲線がより鋭くなっていると言える65。 
 それに対して、女性は遙かに激烈な変化を経験したようである。図 2 によると、1690 年
から 1750 年までは、女性は初期の時期の男性とほぼ同一の V 字型のパターンを呈し、収
穫期にもっとも容易に雇用を見出すことができていたが、1751 年から 92 年において、女
性のパターンは顕著な変化を見せ始め、女性の役割は秋の収穫から離れて春の活動の方へ
と次第に移行していくようになる。それゆえ、男性は、相対的に収穫により関わるように
移行しつつあったと思われる。1751 年から 92 年では、女性は春と収穫の 2 つの時期に雇
用がもっとも確保できたことになる66。 
続く 1793 年から 1814 年の時期、女性のパターンは同じ方向をさらに進んでいき、春と
収穫の仕事期に女性が関わることが確実になっていった。そしてこの時期、明らかに男性
は 3 月と 4 月の仕事に関わることが少なくなっている67。 




                                                   
64 Snell, K. D. M. Annals of the Labouring Poor: Social Change and Agrarian England 1660-1900, 
rpt. ed. (Cambridge, 1992), pp. 17-19. 
65 Ibid., pp. 19-20. 
66 Ibid., pp. 21-22. 
67 Ibid., p. 22. 




そして 1835 年から 1860 年の時期、女性のパターンは 1690 年から 1750 年までのパター
ンの逆になり、春の時期に最も失業が少なくなる V 字型のパターンを呈するようになり、
収穫期よりも春に最も雇用があることへ向かう変化はこの時期に完了することになる70。  












となる，高価な小麦はずっと sickle で高刈(reap)されていた73。しかし、18 世紀半ば以降、
                                                   







収監され、19 人が死刑、9 人は絞首刑となった (一ノ瀬篤「J. H. クラパム『近代イギリス
経済史 第１巻 鉄道時代以前のイギリス，1820-1850 年』 要綱，第１章‐第四章」『岡
山大学経済学会雑誌』43.2 、2011 年、118 頁、118 頁注 7)。 
 なお、1 エーカーの小麦の脱穀にから竿を使うと 5 人/日を要したが、蒸気力の脱穀機な
らば 0.8 人/日を要するにすぎなかった(J. ラングトン/R. J. モリス編 [米川伸一・原剛訳]
『イギリス産業革命地図』原書房、1989 年、36 頁）。 
70 Snell, op. cit., p. 22. 
71 Ibid., p. 22. 
72 Ibid., pp. 22, 53.  
73 加用信文『イギリス古農書考』御茶の水書房、1978 年、47-55 頁；Roberts, op.cit., 20.  
なお、ドイツの例ではあるが、「sickle では切り株が 20cm も残るが、scythe では地上 3
～5cm と地面すれすれに刈り取れる」と言われている（坂井洲二、『年貢を納めていた人々』
[法政大学出版局、1986], p. 69） 
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年までには，北部の一部の地域を除いて、ほぼ全国的に、bagging-hook と scythe が sickle
にとって代わってしまうことになる（図 3）75。軽くて小型の sickle や reaping-hook は女性
でも扱えたので，18 世紀半ばまでは女性も刈り取り作業に従事していた。しかし、より重
く大型の bagging-hook や scythe は女性が扱うのは困難だったので、これらの道具の普及に
ともない、収穫作業から女性は次第に姿を消していったのであった。 
図 4 は、19 世紀半ばの、スコットランドとイングランド最北部における刈り取り作業を図
示したものである。 




図 4 によれば、１つの畝に 3 人の刈り取り人（reapers）が組織されている。c, d, e, f は刈る
こと（cutting）に従事し、a は麦束を結ぶバンドを作っている。g は刈られた麦を集めて k
のところに運び、k はそれを麦束に結束し、乾燥させるために立ち束（stook）にしている。     
このように 6 人の刈り取り人に１人の結束・立ち束係からなる収穫チームを組織して、
刈り取り作業を行うのがスコットランドやイングランド北部では一般的であり、この収穫
チームは bandwin と呼ばれていた。注目すべきは、d と f にあるように、女性も c の男性と
同じように、sickle ないし reaping-hook を使用して刈り取り作業に従事し、しかも七人の
チームの内、4 人が女性で、男性よりも女性の数の方がまさっている。 
一方、図 5 は、同時期の、scythe を使用した刈り取り作業を図示したもので、イングラ




小麦の収穫に要した労働日は、小鎌を使えば 4.8 日、大鎌を使えば 2.4 日、刈り取り結束
機を使えば 0.5 日であった（ラングトン/モリス、前掲書、36 頁)。 
75 Snell, op. cit., p. 49; E. J. Collins, Sickle to Combine: A Review of Harvest Techniques from 
1800 to the Present Day (The Museum of English Rural Life, University of Reading, 1969), pp. 
10-11. 
76 Collins, op.cit., p. 12. 
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ド東部や南部での刈り取り風景ということになる。3 人の男性がそれぞれ異なる scythe を
使用して刈り取りを行い、１人の女性がバンドを作り、2 人の女性が刈られた麦を集め手
いる。また、１人の男性が結束し、2 人の男性が立ち束を作り、１人の男性がレーキで落






















                                                   
77 Collins, op.cit., pp. 12, 16. 
78 Snell, op.cit., p. 52.   
79 Ibid., pp. 54-55; King(1991), op. cit., p. 462. 
80 Snell, op. cit., p. 53. ニコラ・ヴァードン(Nicola Verdon)は 1843 年における地域別の女性
の労働とその賃金を調査しているが、スネルの女性労働の減少の指摘を考慮すると、その
労働に従事する女性の数は減少していたであろうと推察される  (Nicola Verdon, Rural 






も 18 世紀末、聖職者で社会評論家であったデーヴィス（David Davies）はその著『農業労






















                                                   
81 Snell, op. cit., p. 53; The Essex Review 36 (Oct., 1900), p. 226. 
82 Daivid Davies, The Case of Labourers in Husbandry Stated and Considered (London, 1795) pp. 
56-57, 124; Snell, op. cit., p. 56. 















第三節 落穂拾いの経済的価値――1830 年代と 18 世紀末の比較 
                                                                                                                                                     
農業労働者を困窮させていったが報告されている  (Thomas Davis, General View of the 








例えば、1797 年にミッドランズでは共有地で飼われた 1 頭の雌牛の純正利益はおよそ 4
ポンド 6 シリング 8 ペンスで１人の男性の賃金の半分に相当した。ウォーリックシャー南




ったのであった（M. J. Daunton, Progress and Poverty [Oxford, 1995], pp. 108-109；J. M. Martin, 
“Village Traders and the Emergence of a Proletariat in South Warwickshire, 1750-1851,” 
Agricutural History Review 32 [1984] , p. 183）。 
なお、Pinchbeck は落穂拾いは開放耕地のところでのみやる価値があったと述べているが、
それは間違いである。King や Sharpe が指摘しているように、穀物生産とより高い穀物生
産高に特化している､囲い込まれた地域の方が落穂拾いの利益は遙かに高かったのである
（（Pamela Sharpe, Adapting to Capitalism [Basingstoke, 1996], p. 81n60）。 
85 19 世紀初頭、ウィリアム･ヘンリー・パイン（William Henry Pyne）がバッキンガムシャ
ー等でスケッチした落穂拾い人たち(gleaners)は、皆、女性と女供であり、男性は１人もス
ケッチされていない。パインのスケッチからも、落穂拾いが専ら女子供の仕事となってい































均を上回るものとみなしてよいであろう。サフォークの Rougham 教区と Drinkstone 教区で




区によってはかなり相違があることがわかる86。これら僅か 7 つの州の 9 つの教区でもっ
て、イングランドの東部、中部、南部と西部を代表させるわけにはいかないが、１つの貴
重な参考資料としてみた場合、最低でも 4％弱、最高では 13％にも達し、平均でも 6.0-9.5%
（更に平均すると 7.8％）に及んでいる。しかもキングによると、これらの数字は、以下
のような点において、実態を過小評価していることになりそうだという。第１に、季節的












法律家のキャペル・ロフト（Capel Lofft, 1753-1824）が、1773 年のサフォークの例として、
ある労働者は年に 20 ポンド稼げる、そしてその妻子が 14 ポンド 6 シリング稼ぎ、その内、
10 歳の少女が糸紡ぎと落穂拾い等で 4 ポンド 8 シリング稼ぐ、と述べている88。その少女
                                                   
86 サフォークに関しては、1851 年の現状として、4 から 8 ブッシェルの小麦が落穂拾いに
よってしばしば手に入れられる、と報告されている（John Glyde, Jun., Suffolk in the 
Nineteenth Century: Physical, Social, Moral, Religious, and Industrial [London, 1956] , p. 350]）。
ハンフリーズ（Jane Humphries）は 18 世紀末から 19 世紀初頭の割合として、小麦 1 ブッシ
ェルがほぼ農業労働者の週給の 2 倍に相当すると述べている｡仮にこの割合を当てはめれ
ば、これらの落穂拾いの収入(1 年を 52 週とすると)は年収の約 7.1%から 13.3％に相当する
ことになる(Jane Humphries, “Enclosures, Common Rights, and Women: The Proletarianization 
of Families in the Late Eighteenth and Early Nineteenth Centuries,” The Journal of Economic 
History 1.1 [1990], p. 35)。1900 年にサフォークの Lindsay に生まれたパートリッジ（Bill 
Partridge）は、Lindsay 界隈の女性たちの中には“a comb o’ wheat”（4 ブッシェル）も落穂拾
いする者もいたと回想している（Cahrles Kightly, Country Vocies [London, 1984], p. 19）。  
87 King (1991), op. cit., p. 466. ベッドフォードシャーのBigsleawadeのAnn Thomasという女
性は､1813 年に落穂拾いをしたものを売って生計の足しにしていたと言われている (Alan 
F. Cirket [ed.], Samuel Whitebread’s Notebooks, 1810-11, 1813-14 [Ampthill, 1971], p. 43)。 
88 Arthur Young, General View of the Agriculture of the County of Sussex  (London, 1813), pp. 
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は主に 2 種類の仕事（糸紡ぎと落穂拾い）で 4 ポンド 8 シリング稼いでいるので、仮に落
穂拾いの稼ぎをおよそその 2 分の 1 とすれば、一家の全収入の約 6.4%にあたる。さらにロ
フトは 1795 年のサフォークの例として、ある男性労働者は年に 27 ポンド 9 シリング稼げ
る、そしてさらにその妻子が 14 ポンド 12 シリング稼ぎ、その内、10 歳の少女が糸紡ぎ
(spinning)と、豆や小麦の種まき(pease and wheat dropping)と、落穂拾い（gleaning）等で 4
ポンド稼ぐ、と述べている89。その少女は主に 3 種類の仕事（1. spinning と 2. pease and wheat 
dropping と 3. gleaning）で 4 ポンド稼いでいるので、仮に落穂拾いの稼ぎをおよそその 3
分の 1 とすれば、一家の全収入の約 3.1%にあたる。両年の平均をとれば、約 4.8％の割合
となる。これらの割合を、キングが調査した 1830 年代のサフォークの 2 教区（Rougham
教区と Drinkstone 教区）での割合（それぞれ 7.7-9.4% [平均 8.6％]）と 4.8-5.2％[平均 5.0 %]、
両教区の平均は 6.8％）と比べてみた場合、サフォークでは 19 世紀の前期において落穂拾
いの一家の家計に占める重要性が、前世紀末よりもかなり高まっている（平均して 4.8％
から 8.6％へと上昇）と言ってよいのではないだろうか。 
農業経済学者アーサー・ヤング（Arthur Young, 1741-1840）は 1799 年、サフォークの北
隣のノーフォーク（Norfolk；イングランド東部の州）の Snettisham に暮らす一家の収入に
占める落穂拾いの割合を、表 3 のように報告している90。これによると、収穫期の賃金収
入の 14.8%（14÷94.5[4 ポンド 14 シリング 6 ペンス]＝0. 148）、全収穫期の収入の 12.9％
（14÷108.5[94.5＋14]=0.129）、全収入の 2.7%（14÷520.5[26 ポンド 6 ペンス]=0.027）91が、
落穂拾いの収入であると言える。 
また、18 世紀末のサセックス（Sussex；イングランド南部の州）の一労働者の場合、そ
の労働者が 27 ポンド 2 シリング稼ぎ、妻がエン麦(oats)と大麦(barley、つまり春穀)の
gleaning（落穂拾い）と raking（レーキでかき集める仕事）で約 20 シリング稼いでいる92。
その 20 シリングは全収入の 3.6％にあたる。この場合、この 20 シリングには raking で稼
                                                                                                                                                     
409-410. 
89 Arthur Young, General View of the Agriculture of the County of Sussex (London, 1813), p. 409. 
なお、ブッシュアエイは、一家の全収入の 4.1%にあたると述べているが、計算間違いを犯
しているようである (Bushaway [1982], op.cit., p.143)。 
90 Arthur Young, General View of the Agriculture of the County of Norfolk (London, 1804), p. 494;  
Bushaway (1982), op.cit., p. 143. 
91 表 3 の注に記しているように、Young は総収入を書き間違えているようである。総収入
を 27 ポンド 6 ペンスとすると、全収入の 2.6%（14÷540.5[27 ポンド 6 ペンス]=0.027）が、
落穂拾いの収入であると言える。 




がることになる。仮に、妻がその 20 シリングの 2 分の 1、つまり 10 シリングを落穂拾い
で稼いだとすると、それは 1.8%に下がってしまう。 
ノーフォークとサセックスはキングが調査した州には含まれていないので、残念ながら、






Dunmow の一家族は落穂拾いで 5 ポンド稼いだが、その教区でそれほど稼いだものは小数
で、平均的な家族はおよそ 2 ポンドほどであったであろうと言われている。しかし 1791
年は落穂拾いに関しては異例なほど恵まれていた年であり、その年の落穂拾いの収入は通
常の平均を遙かに超えていたという93。キングはこの 1791 年の Dunmow の落穂拾いの割合
を、年収の 5.5％から 13.7％（平均 8.6％）にあたると見積もっているけれども94、1791 年
は異例なほど恵まれていた年だったのであり、通常の年の落穂拾いの割合は、キングの見
積もりよりもずっと低いものと見なす必要があるであろう。 
また、イーデン（Frederic Morton Eden）は、1790 年代のノーサンプトンシャー
（Northamtonshire）のRoadeの労働者一家は、落穂拾いでおよそ 1 ポンド 10 シリング稼ぎ、
それは年収(26 ポンド 8 シリング)の約 5.7％にあたるということ、そして貧民は 1 年分のパ
ンの小麦と豚一頭を飼うだけの豆を集めると指摘している95。デーヴィス（David Davies）
によれば、1789 年のグロースターシャーの Newent では落穂拾いで 33 シリングの収入があ
り、それは一家の年収（20 ポンド 7 シリング 6 ペンス）の 8.1 ％にあたる96。さらに、1795
年のシュロップシャーの Salop の例では、労働者の週給はせいぜい 7 シリングか 8 シリン
グで、その妻は 3 ないし 4 ブッシェルの落穂を集めることができる。当時の小麦 1 ブッシ
ェルの値段は 13 シリング 6 ペンスであるので、妻は落穂拾いで 40 シリング 6 ペンスない
                                                   
93 Arthur Young, General View of the Agriculture of the County of Essex, vol. 1 (London, 1813), pp. 
310-311. 
94 King (1991), op. cit., p. 462. 
95 Frederic Morton Eden, The State of the Poor, vol. 2 (1797; Bristol, 1994), pp.546-547. 
96Davies (1795), op.cit., p. 162．Cf. King (1991), op. cit., 1991, p. 463. 
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し 54 シリングを稼ぐことになる。1 年を 52 週とすると、年収の約 8.6％から 13.3％（平均









割合は 19 世紀の前期において、前世紀末のよりも高まっていき、平均して 6.5-9.5％を占
めるまでになっていった教区が多かったのではないかと推察される。この値は決して低い




                                                   
97 Arthur Young, Annals of Agriculture, and Other Useful Arts, vol. 25 (London, 1796), pp. 
487-488; J. L. Hammond and Barbara Hammond, op.cit., p. 67. 
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問題となる裁判は、「序章」でも述べたが、サフォークの Timworth で争われた、1786 年
のワーリッジ対マニング（Worlledge v. Manning）裁判、並びに 1788 年の スティール対ホ
ートン及びその妻（Steel v. Houghton et Uxor）裁判である。それまで落穂拾いは、イングラ
ンドのコモン・ローや慣習によって貧民に認められている権利とされていた99。しかし、
                                                   
98 1741 年、大法官府の決定によって泥炭採掘権が否認され、1788 年には枯れ木拾いの権
利が否認された（Thompson [1976], op.cit., pp. 340-341）。 
99 例えば、サー・マシュー・ヘイル（Sir Matthew Hale）は、1688 年のノーフォークの夏
季巡回裁判所の訴訟事件において、「法律はイングランドの一般的な慣習に基づいて貧民
(the poor)に落ち穂拾い等の権利を与えている」と述べ（The Notes and Queries [Aug. 6, 1921], 
p. 112; 福士、前掲書、241 頁)、18 世紀中期、法学者ブラックストン（Sir William Blackstone, 
1723-80）はイングランド法の解説書である『英法釈義』(Commentaries on the Laws of England, 
1765-69)の中で、「イングランドのコモンローや慣習によって、貧民は不法侵入(trespass)の
罪を犯すことなく、収穫後、他人の土地に入って落穂を拾うことが許されている｡」と述べ





“Gleaners, Farmers and the Failure of Legal Sanctions in England 1750-1850,” Past and Present 
125 (1989)、及び“Legal Change, Customary Right, and Social Conflict in Late Eighteenth-Century 





















キャペル・ロフト（Capel Lofft）も 1788 年の『農業年鑑』(Annals of Agriculture,and Other 
Useful Arts)において、貧民の落穂拾いを擁護して当該教区に定住権を持つ住民の落穂拾い
                                                                                                                                                     
Callaghan Blackstone] 1010）。 
100 “Worlledge v Manning 1 H Blackstone 53 n, 126 ER 34,” op. cit.; King (1992), op. cit., pp. 4-5. 
























                                                   
102 Arthur Young, Annals of Agriculture and Other Useful Arts, vol. II (London, 1788), pp. 164-167. 
103 King (1992), op. cit., p. 6. 
104 Ibid., p. 7. 







法律によって彼は何かを残すように義務づけられてはいない」(David Hoseason Morgan, 
Harvesters and Harvesting 1840-1900: A Study of the Rural Proletariat [London: Croom Helm, 
1982] 154)。 
106 “Steel v Houghton 1 H Blackstone 51, 126 ER 32,” op. cit. 
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騎行』(Rural Rides, 1830)の中で、1823 年 9 月 1 日、ケントの Folkestone にさしかかったと
ころで、「84 名もの、男女と少年少女が 10 エーカーほどの畑で、落穂拾いしているところ
を見た!」110 と報告している。また、ある解説者は、1832 年にエセックスの例として、「30
                                                   
107 J. L. Hammond and Barbara Hammond, op.cit., p. 68；福士、同上論文、242 頁。 
108 Ibid., p. 141；John Claridge, General View of the Agriculture in the County of Dorset (London, 
1793), p. 89. 
109 John Maynard, “The Agricultural Labourer in Worcestershire: Responses to Economic Change 
and Social Dislocation 1790-1841,” (PhD Thesis; Coventry University, 2005), pp. 151-152. 
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にもかなりの間に渡って続いた。1830 年代と 1840 年代、イースト・アングリアでのいく
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であった (King [1989], op. cit., pp. 135-136; Anon, “Observations on the Law and the 
Custom of Leasing or Gleaning the Stubbles after the Crops Grain Have Been Carried,” 
The Farmer’s Magazine, vol. xxi [1820], pp. 413-414)。 
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119 規模な集団的抗議として、1788 年 8 月、「およそ 100 名にのぼる大人数」がファーマー・
フランシス（Farmer Francis）のオールドハム農場（Aldham farm）に集まり、「騒々しいや
り方で小麦の落穂拾いをすることを主張した」ことが知られているが、その一団の首謀者
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が旅した 1830 年代のイングランドの耕作地の分布を示したものである。図 8 はピーター・
キング（Peter King）が調査した 1830 年代のイングランドとウェールズにおける落穂拾い
への言及がある教区の統計を示したもので、落穂拾いが行われている教区の分布が窺える
資料である。図 7 の耕作地の分布に、図 8 の落穂拾いが行われている教区の分布を重ねて
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の出来る条播機（seed drill）と、耕地に雑草を生やさず、土壌の栄養を植物が吸収しやす
いように維持するための、彼独自の馬力中耕犁を発明した。1784 年には、スコットランド





は、ほとんどの農場で脱穀機が採用されていった（R. J. クーツ [今井宏・河村貞枝訳]『イ
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かった。例えば、1764 年 11 月 16 日にウォーリックシャーの古風なファーマーは、「我々
の労働者の妻や子供たちを信用して､彼らの夫や両親の後ろで､穀物が運ばれる前でさえ、
落穂拾いさせている。そしてめったにそれで我々が損害を被ることはない」と報告してい






















ンドの農業局（the Board of Agriculture）の名誉会員であったウィリアム・メイヴァー
（William Mavor）は、16 世紀の農業書著述家トマス・タッサ （ーThomas Tusser, 1524-1580）
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図 9 は、英国の風景画家ピーター・デ・ウィント（Peter de Wint, 1784-1849）が 1815 年
                                                                                                                                                     
Improvements,” Five Hundred Points of Good Husbandry by Thomas Tusser (London, 1812), p. 
187n2.  






The Agricutural Labourer in Worcestershire [Ph. D. thesis, Coventry, 2005], pp. 
151-152）。また、ケンブリッジシャーやミドルセックス等においても､刈り束からくすね
る行為や刈り束の間で落穂拾いすることへの苦情が報告されている（W. Gooch, General 
View of the Agriculture of the County of Cambridgeshire [1811], pp.132-133; John 
Middleton, General View of the Agriculture of Middlesex, 2nd ed. [London, 1813], pp. 
624-625; The Farmer’s Magazine, vol. 3 [1802], pp. 341-342)。 
148 Ibid., p. 375. 
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154 The Notes and Queries (Sep. 11, 1869), p. 216. 



























スト・サリーと同様の 2 重の規制がなされ、2 段階の落穂拾いがなされていたものと推察
される。この第二段階の落穂拾いの収穫は、第１段階の拾いこぼしを集めることを意味し、
その収穫はあまり多くはなかったと思われる。いずれにせよ、ジーキルによれば、このよ
                                                   
156 The Notes and Queries (Oct. 2, 1869), p. 286. 
157 Daughty, op.cit., p. 234. 
158 Gertrude Jekyll, Old West Surrey: Some Notes and Memories (1904; Wakefield, 1971), p. 188. 























一方、ウエスト・サリーに見られる 2 重の規制は 19 世紀特有のものと言ってよいよう
である。現在まで調査したところでは、他の時代にこのような 2 重の規制がなされていた
例は見つかっていない。そしてこの 2 重の規制に基づく 2 種類の落穂拾いも 19 世紀特有の
ものと言える。本論の第 2 章においてすでに見たように、中世の時代にも 2 種類の落穂拾
い raking による落穂拾いとチャリティとしての落穂拾いが存在していた（本論文 p. 13 を
参照）が、ウエスト・サリーではチャリティとしての落穂拾いが 2 種類に分けられて行わ
                                                   
160 Ibid., pp. 188-89. 




162 King (1991), op. cit., p. 471.     
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れていたことになる。言い換えれば､1 つの畑で 2 回、それぞれ異なるチャリティとしての
落穂拾いが許可されていたわけである。 







る「レビ記」の 19 章 9 節にあるように、畑の隅を刈り取らずに落穂拾い人のために残して
おくこともあったと『ノーツ・アンド・クィアリーズ』の寄稿者は報告している164。また、
Calendar of Customs, Superstitions, Weather-kore Poplular Sayings and Imoprtant Events 
Connected with the County of Somerset (1920)の著者によれば、著者が子供の頃、小麦畑で落
穂拾いすることがサマセットのファーマーたちによって、彼らが知っている農業労働者た
ち、特にファーマー自身の所の農業労働者の妻やこどもたに与えられていたが、善良で古





ックスの Five Ashes の Horace Head の雇主のように、束を縛る男たちに貧民が落穂拾い出
来るように、たっぷり残すように言いつけたものであった、ということである166。 
                                                   
163 Alfred Williams, A Wiltshire Village (1912; London, 1920), p. 269; Edwin Grey, Cottage Life 




とどまって残り物をかき集める場合、"piggling"と言われた（C. Henry Warren, Happy 
Countryman [1939] , p. 54）。 
164 The Notes and Queries (Sept. 10, 1921), p. 216. 
165 W. G. Willis Watson, Calendar of Customs, Superstitions, Weather-Lore Poplular Sayings and 
Important Events Connected with the County of Somerset (1920), p. 336. 





















化されて、馬力レーキ（horse-rake）が本格的に導入されるのは 19 世紀の最後の 4 半世紀
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非難している人たちもいた。例えば、 C. グレイ（C. Gray）はウィリアム・ヘンリー・パ
イン（William Henry Pyne, 1769-1843）が描いた『ミクロコスモス』（Microcosm, 1806）の
中の  “Gleaners ”のプレートに添えた説明文において、こうした批判を展開している
（William Henry Pyne, Microcosm , or a Picturesque Delineation of the Arts, Agriculture, and 
Manufactures of Great Britain Small Figures for the Embellishment of Landscape [1806; New York, 
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op.cit., p. 139）。後者の地域では､1840 年代、このルールを破って侵入しようとした他教区






19 世紀のイングランドでは、その 41 州のうち、少なくとも 32 州で落穂拾いがなされて









コディコートの 3 教区ではそれぞれ 1815 年から 1849 年（35 年間）、1846 年から 1852 年（7
年間）、1828 年から 1895 年（68 年間）187まで落穂拾いの鐘が鳴らされていた。またヨー
クシャーのドリフィールドでは、1840 年代に導入され､1901 年までには廃止されている（約
50～60 年間）188。バッキンガムシャーのオルニーでは 30～40 年間鳴らされ、1885 年か 1886
                                                   
184 Thomas North, English Bells and Bell Lore (1888), pp.167-68; The Notes and Queries (Sep.11, 
1869), p. 216; King (1991), op. cit., p. 468; Henry Beauchamp Walters, Church Bells of England, 
pp. 167-168; G. E. Mingay, A Social History of the English Countryside (London, 1990), p. 107 
(Figure 13); William Barnes, Poems of Rural Life in Dorset Dialect (London, 1893), pp. 76, 93, 
386; Reports of Special Assistant Poor Law Commissioners on the Employment of Women and 
Children in Agriculture, (London, 1843), p. 71；Pamela Horn, Labouring Life in the Victorian 
Countryside (Dublin, 1971), p. 77; John Middleton, View of the Agriculture of Middlesex (London, 
1798), p. 472; John Maynard, “The Agricultural Labourer in. Worcestershire: Responses to. 
Economic Change and Social Dislocation 1790-1841,” (Ph. D. thesis, Coventry, 2005), pp. 151-152.
なお、ある報告によると、ランカシャーの Kirkby Irelath では収穫期に鐘が鳴らされていた
たが、その鐘はおそらく落穂拾いの鐘だっただろう推定されている（Harper Gaythorpe, 
“Church Bells in the Archdeacon of Furness; Colton, Kirkby Irelath, Broughton, Woodland, and 
Seathewaite,” Cumberland and Westmorland Antiquarian and Archaeological Society Transactions 





は鳴らされていなかった（Ault [1972], op. cit., p. 116）。 
186 Evans, op. cit., pp. 99-100. 
187 Henry Montagu Doughty, Chronicles of Theberton (London,1910), pp. 234-235; Sidney Joseph 
Madge, Moulton Church and Its Bells (1895), pp. 52-53; Doris Jones-Baker, The Folklore of  
Hertfordshire (London, 1977), p. 160. 




と、落穂拾いの鐘は 18 世紀末頃から鳴らされ始め、19 世紀前期まさに落穂拾いが大規模
に集団化して規律が求められるようになった時期に普及し190、短いところでは 7 年間ほど、






向しかわからないが、19 世紀後半、特に 1880 年代前後から減少が加速し、20 世紀初頭に
かけて消滅していったと言えるようである。ハートフォードシャーは例外的に 20 世紀初頭
でも 4 割ほどの鐘が残っているが、他の州では 19 世紀末から 20 世初頭にかけて消滅ない
し大幅な減少に見舞われている。エセックスでは 1860 年代半ばに減少が始まり、1880 年
代以降にかなり減少が進み、20 世紀初頭にはわずか 7 分の１ほどまでに減少し、リンカシ
ャーでは 1880 年代はじめまでに落穂拾いの鐘がほぼ半減し、20 世紀初頭には 4 分の 1 に
減少している。ウォリックシャーでは 1860 年代半ばに減少が始まり、20 世紀初頭には完
全に消滅し191、バッキンガムシャーでも 1850 年代半ばから減少が始まり、19 世紀末には
完全に消滅している。 







                                                   
189 Cocks, op. cit., p.543. なお、ハンティンドンシャーのウッド・ウォールトンでは、その
具体的な導入年は明確ではないが、少なくとも 19 世紀において数年間､教区牧師によって
その鐘が導入されたということが分かっている（Owen, op. cit., p.145）。 
190 例えば、エセックスでは 1840 年代に落穂拾いの鐘がフルに活用されていたと報告され
ている (The Essex Review 34 [1925], p. 162)。 
191 シュロップシャーも 20 世紀初頭で完全に消滅していたらしい (The Essex Review 34 


























拾いの鐘が鳴らされていた 292 教会のうち、その時刻が記載されていた 155 教会に関して
整理したものである。 
午前では､早いところは日の出時や 5 時頃に、遅いところでは 9 時に鳴らされているが、
8 時に鳴らされるのが過半数を占め、102 例で、次に多いのが 7 時の 37 例、その次が 9 時
の 13 例、一番多い 8 時と 7 時を合わせると 139 例で約 9 割（87.4％）になる。午後では、
午後 6 時が過半数を占め、137 例中の 76 例、午後 5 時が 40 例、午後 7 時が 16 例、一番多
い午後 6 時と午後 5 時を合わせすると 116 例で約 8 割(84.7%)となる。つまり、落穂拾いの
54 
 
鐘は、朝は 7 時か 8 時に、夕方は午後 5 時か午後 6 時に鳴らされるのが最も一般的であっ
たと言える。 
午前と午後に鳴らされる鐘を調査した結果、午前だけ鳴らされていたのは 25 例で、残














平な機会」(a fair chance)と「公平な分け前」(a fair share)を保証しようとしたものだったの
である193。この鐘の合図は、ウォーリックシャーでは「最も厳格に守られるべき暗黙のル
ール」（the most strictly observed unwritten law）194であり、エセックスではその鐘の合図を
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193 Hussey, op. cit., p. 64; The Essex Review 34 (1925), p. 107. 
194 Roy Palmer, The Folklore of Warwickshire (London, 1976), p. 49. 
195 The Essex Review 34 (1925), p. 108. 
196 Bushaway (1982), op. cit., p. 50；Mary Chamberlain, Fen Women (1975; London, 1977), p. 29. 











5 時と夕方 7 時に、中東部のリンカンシャーでは明け方と日没頃に鳴らされ、ノーサムプ
トンシャーでは朝の 4 時に鳴らされている199。 
しかし、同じ収穫期に鳴らされる鐘ではあっても、すでに見たように、落穂拾いの鐘は









この収穫期の休暇が児童にとっては夏休みで、それは落穂拾いで過ぎていったのだった202。   
子供たちは､雑草と小麦の穂の区別ができるようになるやいなや、毎年、落穂拾いに連
れて行かれたといわれている203。また、小型の sickle から大型の scythe を使用した刈り取
り作業の変化等により、収穫期における女性雇用が減ったため、一家の主婦と子供たちを
                                                   
198 Thomas North, English Bells and Bell Lore (1888), pp. 102-103; Gatty, op.cit., pp. 18-20; 
Morgan, (1982), op.cit., pp. 157-158. 
199 North (1888), op.cit., 174-75; Madge, op.cit., p. 49. 
200 Williams, op. cit., p. 269. 
201 Baker, op. cit., p. 162. 
202 Chamberlain, op.cit., p. 27; Williams, op.cit., p. 269; Jones-Baker, op.cit., 1977), p. 160; Evans, 
op. cit., p. 79;フローラ・トンプソン（石田英子訳）『ラークライズ』朔北社、2008 年、375
頁。 






















は treble ないしは 1 番の鐘と呼ばれ、以下、音が低くなるにしたがって 2 番、3 番という
ように番号が付けられ、一番低い音の鐘は tenor と呼ばれる。“tolling ”で鳴らされる場合で
も､その教会に複数の鐘があれば、何番の鐘が“tolling ”されるのかが問題となる。 
 表 9 は、10 州の教会の鐘の構成を整理したものである。鐘は１個(single)の鐘から､最大
で 12 個一組の鐘まで、合計 9 種類の鐘が存在している。それぞれの州で一番多い鐘を見て
みると、リンカシャー、ウォーリックシャー、エセックス、ハートフォードシャー、バッ
キンガムシャーの 5 つの州は single の鐘、ラットランドとハンティンドンシャーは 4 個一
組の鐘、ノーサンプトンシャーとベッドフォードシャーは 5 個一組の鐘、レスターシャー
                                                   
204 Snell, op.cit. p. 49. 
205 North (1888), op.cit., p. 176; The Essex Review 34 (1925), p. 162. 
206 North and Beresford, op. cit., p.176；The Essex Review 34 (1925), p.162. 
207 カイトリー (1992)、前掲書、22 頁。 
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は 3 個一組の鐘、となっている。10 州全体では、single の鐘が一番多く、800 で全体の約 3
割(28.4%)を占め、続いて多いのが 3 個一組の鐘が 570 で約 2 割(20.3%)、これら 1 個の鐘
と 3 個一組の鐘で全体のほぼ半分(48.7%)を占めている。つまり、これら 10 州の教会では、
2 つに 1 つは 1 個の鐘か 3 個一組の鐘であったということになる。続いて、5 個一組の鐘が
490、6 個一組の鐘が 311 で、これらを合計すると全体の約 8 割(77.2%)となる。 
表 10 は 10 州で鳴らされていた落穂拾いの鐘のうち、使用された鐘の種類を整理したも
のである。落穂拾いの鐘 292 例のうち、single の鐘が使用されていたのは 9 例であった。
残りの 277 例は組み鐘が使用されていたことになるが、使用された鐘の種類（つまり、番
号等）が明記されていたのは 33 例であった。いずれも tolling で鳴らされ、chiming で鳴ら
されている例は見あたらない。tenor が一番多く 14 例、続いて treble が 9 例、これら 2 つ
で全体の約 7 割(69.7%)を占め、3 番目に多い 4 例の second(12.1%)を加えると、これらで全





鐘はどの教会でも tolling で鳴らされているからである。 
なお、ごく少数ではあるが、地域によっては、教会の鐘以外の鐘や角笛が鳴らされてい
たことが知られている。表 11 はそれを整理したものである。リンカシャーの Navenby で
は学校の鐘(school-bell)が利用され、ケンブリッジシャーの一部やノーサンプトンシャーの
Whittering ではハンドベル（振鈴）が使用されていた。ときには鐘以外のものも使用され






め、毎週、朝、ミサのために 9 時に鳴る､カトリックの礼拝堂の鐘(the bell of the Catholic 
                                                   
208 The Notes and Queries (Sep. 24, 1921), p. 256. 
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例だけであるが、表 11 はその概要をまとめている。まず第 1 に指摘できることは、１例だ











                                                   
212 George Ewart Evans, Ask the Fellows Who Cut the Hay (London, 1977), pp. 99-100; Evans 
(1974), op. cit., p. 80; The Essex Review 34 (1925), pp. 56-57, 109, 162; Deeds & Walters, op. cit., 
p.294; Warren, op. cit., p. 52; Owen, op. cit., pp. 78, 127; Northamptonshire Notes and 
Queries1(1886), p. 248; North, The Church Bell of the County and City of Lincoln, op.cit., p. 243; 
Northand Beresford, op.cit., p. 176; Jones-Baker, op.cit., p. 160; The Notes and Queries (Dec. 15, 
























いを仕切る女性が現れた地域があった。彼女らは「落穂拾い人の女王」(Queen of the 
Gleaners)と呼ばれ、毎年落穂拾い人の中から選ばれた214。儀礼を伴う新たな形式で再生し
た「落穂拾いの女王」は、ノッティンガムシャーやケンブリッジシャー、エセックス、ハ
ートフォードシャーの 4 州 でその存在が知られていることが先述のキングの研究から明
                                                   
213 高橋 彰、「訳者あとがき」、ジェームズ・Ｃ・スコット『モーラル・エコノミー』勁
草書房、1999 年、301 頁。 
214 レンプストーンでは「落穂拾いの女王」、ケンブリッジシャー のリトル・シェルフォ
ードでは「女王」(Queen)、エセックスのアシュドンでは「女王」 ないし「収穫の女王」
(Harvest Queen)と呼ばれていた(The Notes and Queries [Oct.13, 1860], p. 285; Enid Porter, 
Cambridge Customs and Folklore (London, 1969), pp. 124-125; Gibson, op.cit., p. 232; Ketteridge 





























                                                   
215 The Notes and Queries (Oct.13, 1860), p. 285; King (1989), op. cit., p. 133; 福士、前掲書、117
頁。 
216 The Notes and Queries (Oct.13, 1860), p. 285. 
217 Porter, op.cit., pp. 124-125. 









は一種の祝祭的な雰囲気を伴っている。                          
落穂拾いの時間を管理するファーマー側の規制として、「見張りの束」や「警官」があ














                                                   
219 Gooch, op.cit., pp. 132-133. 










たといってよいであろう（Jones-Baker [1977], op.cit., p. 160; Grey, op.cit., p. 120)。 





























1894 年、ノーフォークのクレア・シーウェル・リード（Clare Sewell Read）は 1894 年～1897
                                                   
222 Verdon, op.cit., p. 71. 
223 Verdon, op. cit., p. 70. 
224 Ibid., p. 76; Marjorie Quennell and Charles Henry Bourne Quennell, A History of Everyday 
Things in England, vol. 4 (London, 1934), p. 29. 
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後の 25 年間に姿を消していった227。1870 年代以後の男性賃金の上昇とパンの価格の低下
により228､村人たちは自分でパンを焼くよりもパン屋からパンを買うことを好むようにな
っていったようであるが、たとえ自分でパンを焼きたいと望んでも、もはや村の製粉業者
                                                   
225 Sayer, op.cit., p. 147. 
226 William Coles Finch, Life in Rural England: Occupations and Pastimes in Field and Village,  
Farm and Home, Water Mill and Wind Mill (London, n.d.), p. 56. 
227 イングランドでは、水車用の貯水池や水車、そよ風に揺れる風車は､何世紀にもわたっ
て、どこでもある風景であり、粉屋は 1851 年には 3 万 7 千人以上もいた。しかし、19 世
紀後期、蒸気機関による製粉所がアメリカやカナダから入荷した固い小麦粒を処理しはじ
めると、風車や水車は次第に回転を止めていった。村々から製粉所と麦芽醸造所が消えて
いき、大都市や港に集中するようになっていった（David Souden, The Victorian Village 
[London, 1995], pp. 102-105）。 
228 Maude Robinson, A South Down Farm in the Sixties (London, 1938), p. 15. 20 世紀に入ると､























ン・ハッセー（Stephen Hussey）が論文“‘The Last Survivor of an Ancient Race’ :The Changing 





                                                   
229 Hussey, op. cit., pp. 68-69. 
230 bonny rake や dow-rake とも呼ばれていたらしい（The Notes and Queries [Aug. 20, 1921] 
157; The Essex Review 34 [1925], p. 211）。 
231 Hussey, op.cit., p. 67; The Essex Review 34 (1925), pp. 210-11. 
232 The Essex Review 34 (1925), pp. 162-63; The Essex Review. 34 (1925), p. 210; O. S. オーウィ























場するのは、第一次大戦後の 1926 年まで待たねばならない。しかも 1939 年の時点でも 100
台未満のコンバインが稼働しているにすぎなかった。コンバインが普及しだすのは第 2 次
大戦後の 1940 年代後期以降である。1950 年代初期にはイングランドとウェールズにおい
                                                   
233 Hussey, op. cit., pp. 61, 67. 
234 Ibid., p. 67. 
235 地域によっては、家畜のえさ用として行われる落穂拾いは、必ずしも少数の者が行う
とは限らなかった。19 世紀初頭にリンカンシャーの Digby に生まれたグレスウェル(Fred 
Gresswell)の回想によれば、彼が子供の頃、Digby の村では、畑の穀物が運び去られた後、
村の女性と子供の大部分の者が落穂拾いに出かけ、冬の間、一家の一頭の豚を養うのに十
分な量を得ていたという（Bred Gresswell, Bright Boots [London, 1958], pp. 44-45)。Digby で
は、世紀末、もっぱら家畜のえさ用として落穂拾いがかなりの人数（村の女・子供の大部
分）によって行われていたようである。 
236 Hussey, op. cit., p. 67. 
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て 2 万台を数えるまでになり、以後､急速に普及し、1960 年代初めまでにはそれらの使用
が実質上一般的になっていった（表 12）237。ハッセーによれば、この 1950 年代初期まで
細々と存続していたエセックス州の落穂拾いも、それ以後、「1950 年代と 60 年代」という
「第 2 次世界大戦の後の数十年間のうち」に最終的に消滅して行ったのである238。  
エセックスだけでなく、19 世紀前半に盛んに落穂拾いが行われていた他の州、例えば、
エセックスの隣のイースト・アングリア（East Anglia）の地域、サフォーク州やノーフォ















                                                   
237 L. W. Cowin,“Combine Harvester,” The Wordsworth Dictionary of British Social History 
(1973; Ware, 1996), p. 75; Collins, op.cit., pp. 42, 47. 



















ている。教会の鐘に関する鐘学の本は、大きく 2 つに分類できる。1 つは、1857 年にウィ
リアム・C. ルーキス（William C. Lukis）牧師がウィルトシャーの教会の鐘を調査して出版
した『鐘の話』(An Account of Church Bells)を初めとする、主にイングランドの州を単位と
して、各地の教会の鐘を調査、研究した本である。本論で史料として取りあげた、落穂拾
いの鐘が鳴らされていた 10 州の鐘の本はその代表的なものである。 
もう１つは、イングランドの教会の鐘の歴史とその使用法を、どちらかと言えば、巨視
的に概説したもので、1848 年にアルフレッド・ギャティ（Alfred Gatty） が出版した『鐘:
その起源、歴史、及び様々な使用』（The Bell: Its Origin, History, and Uses）を含め、以下の
ものが、その代表的なものである。 
 
1. Thomas North, English Bells and Bell Lore (1888) 
2. Henry Timothy Tilley and Henry Beauchamp Walters, The Church Bells of Warwickshire; 










ドニー・ジョーゼフ・マッジ（Sidney Joseph Madge)が 1895 に出版した『モールトン教会






第一節 Moulton 教会とその鐘の変遷 
 
Moulton 教区は、イングランドの East Midlands にあるノーサンプトンシャーの州都
Northampton の近く（Northampton から 4 マイル以内）に位置する大きな村である。現在は
ダヴェントリ地区 (Daventry district)に所属しているが、かつては、Moulton Park を含んだ
Moulton and Moulton Park 教区としてスペルホウ郡 (Hundred of Spelhoe)に所属していた。
Moulton Park は、その後、Moulton から分離し、マッジの本が出された 1895 年にはすでに
別個の教区を形成していた239。Moulton の広さはおよそ 3,000 エーカー、Moulton Park の広
さは約 450 エーカーで、スペルホウ郡で一番大きな教区をなしていた。Moulton Park が分
離して Moulton だけで教区をなすようになっても、大きい方の教区であったといえる240。8
世紀のはじめ、1701 年には Moulton 教区の人口は 450 名であった。その後次第に増えて、
19 世半ば、1861 年には 1,848 名になるが、その後は次第に減少し、マッジの本が出版され
た 1890 年代の初頭、1891 年には 1,382 名となっていた241。 
 
                                                   
239 A History of the County of Northampton: Volume 4 (1937), pp. 63-64. 
240 Madge, op.cit., pp. 15-16. また、Moulton の村は、Baptist Missionary Society（1793 年）の
創設者で、インドへの宣教師として有名なウィリアム・ケアリ （ーWilliam Carey,  1761-1834）
の生まれ故郷として有名である。彼の名前を冠した Carey Baptist Church が存在する。   
241 Ibid., p. 15. 
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（1）7 世紀～14 世紀初頭：聖ペトロ教会の設立と鐘の導入時期 
この Moulton の村の教区教会の起源は遠くサクソン時代にまで遡る。7 世紀初頭、海抜






続く 11 世紀の間、Moulton 教会には少なくとも１つの教会の鐘があり、12 世紀初めころ
にもう１つの鐘（おそらく荘園領主の贈り物の鐘）が加えられていった。 
   
（2）11 世紀後半～14 世紀：vicar の任命、聖ペトロと聖パウロ教会の成立 
ノルマン・コンクェスト後の 1084 年、ノルマン人のグリムボールド(Grimbald)が、
Northampton にある修道院 St Andrew’s Priory に、“Multon”の教会（すなわち三番目の教会）
と十分の一税を与え、以後、このグリムボールドの後継者たちやその後の所有者たちがそ
のことを認めていくことになる。1209 年には司祭職(vicarage)が主教のウェルズ（Bishop 
                                                   
242 ヨーロッパでは、イタリアのカンパニアの聖人 Paulinus of Nola (354-431)が、400 年に





使い）によるもの。もう１つは“sacred boards” (聖なる板)を叩いて鳴らす方法である。7 世
紀初頭に建てられた Moulton の一番最初の教会にはいかなる鐘もなく、runners や sacred 
boards を使用して人々を礼拝に招集していたと考えられている  (“Church Bell” 
https://en.wikipedia.org/wiki/Church_bell〉；R. マリー・シェーファー[鳥越けい子他訳]『世界
の調律 : サウンドスケープとはなにか』平凡社、2006 年、132 頁: Gintautas Žalėnas, “Cum 
Signo Campanae. The Origin of the Bells in Europe and Their Early Spread,” Meno istorija ir 
kritika / Art History & Criticism 8 [2013], p. 67；Madge, op.cit., p. 24)。 











族戦争」（‘Barons’ War [1264-67]）が原因でひどく荒廃してしまった Moulton 教会は、リン












になる）を除いて、現在の塔と同じものが完成したことになる（図 11､図 12）。1450 年か
ら 1540 年の間に、新しい 2 個の鐘が、すでにあった 4 つの鐘に加えられ、塔の中の鐘は合
計 6 個となる248。1552 年に Moulton を訪れた、教会関係の様々な調査等を行う委員の報告
によると、サンクタスの鐘（ the Sanctus [三聖唱（聖餐式の賛美歌）]を唱えるときに鳴ら
される鐘 ）が 1 つ、他の鐘が 4 つ、Mote-bell（モウト・ベル；人を会議の場所へ招集する
鐘））が 1 つである249。興味深いことに、その Mote-bell は Moulton の住民たちが購入し、
それを教会の鐘とは別に、特別に Mote-bell として設置したもので、この鐘は教会ではなく、
Moulton の教区民に属していたのだった250。 
その後、サンクタスの鐘が処分されてしまい、1700 頃には 5 つの鐘があったことが分か
っている。その treble と second の鐘の日付は不明であるが、third と fourth の鐘は 1664 年、
                                                   
245 Ibid., p. 20． 
246 Ibid., p. 21. 
247 Ibid., p. 22. 
248 Ibid., p. 26. 
249 Ibid., p. 28. 
250 Ibid., p. 29. 
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tenor の鐘は大変古く 1216-72 年の日付となっている。 
 18 世紀末の 1795 年に、これら 5 つの鐘は Leicester の Mr. Edward Arnold の鋳造所で 6 個




関しては、それぞれ、treble が D(レ)、second が C(ド)、third が B♭（シのフラット）、 fourth
が A(ラ)、 fifth が A（ソ）、 tenor が F(ファ)の音程を持つ鐘であることが分かっている。 
なお、教会の鐘には、何らかの銘 (inscription)が刻まれており、その銘を研究するのが鐘学 
の主要な 1 分野となっている。Moulton 教会の新しい 6 個の鐘にも、当然、銘が刻まれて
いるが、それらの銘のうち、4 つの鐘の銘は、牧師の名前や鐘の重量、直径等が記された
もので、ごくありふれたものと言えるが、残り 2 つの鐘の銘はそれらとは異なり、注目に
値する。1 つは treble の鐘の銘で、「すべては神の栄光のためになされるべし」（OMNIA 
FIANT AD GLORIAM DEI; Let all be done to the glory of God.）というものである。このモッ
トーは、この Moulton の treble の鐘以前にも、ノーサンプトンシャーの他の 23 の教会の鐘
に見られる銘文で、その意味ではかなり伝統的な銘であったと言える。もう 1 つは、tenor
の鐘の銘で、「我は生者を教会へ呼び、/すべての者を墓へ召喚する」(I TO THE CHURCH 
THE LIVING/ CALL AND TO THE GRAVE DO SUMMONS ALL)というものである。ノーサ
ンプトンシャーの他の 13 の教会の tenor にも同様のモットーが記されているので、これも
かなり伝統的な銘であったと言える。ただし、このモットーを見ると、この treble の鐘は
教会の礼拝を知らせて信者を招集する鐘であるとともに、葬式の鐘であったと思われるが、





教会の鐘には tolling、chiming、round などと呼ばれる鳴らし方がある。tolling は１つの






19 世紀末の Moulton 教会では、6 個の鐘をすべて使った chiming は、毎日曜日の晩祷













Moulton では一日 3 回、世俗の時間、すなわち、朝の仕事の開始、昼食、夜の就寝の時
                                                   
251 “Campanology, ” op.cit. 
252 図 13 は日曜日の晩祷の直前に鳴らされる鐘の chiming のメロディーで、図 14 はお告げ
の祝日に鳴らされるメロディーである。このお告げの祝日のメロディーが、お告げの祝日
に随時繰り返されて鳴らされ、“Ave Maria”（聖母マリアの祈り）となっていたのであった。





ると言える。なお、リンカンシャーの Lincoln Cathedral でも、図 15 にあるように、お告げ
の祝日に、同じような“Ave Maria”（聖母マリアの祈り）のメロディーが鳴らされていたこ










て異なり、大きく 3 つの時間に分けられていた。収穫の時期を除く 3 月 20 日から 9 月 22
日までの期間、春夏の鐘（spring and summer bell）として、朝 5 時に鳴らされていた。収穫
期（1893 年の例では、7 月 31 日から約 5 週間の期間）には、収穫の鐘（harvest bell）とし




昼と夜の鐘は、季節に関係なく、 常に正午と午後 8 時に鳴らされている。これらの平
日の鐘はいずれも tolling で鳴らされている。朝の鐘は第 3 の鐘が使用され、昼の正午の鐘

















                                                   
255 Madge, op.cit., p. 50. 
256 シェーファー、前掲書、145 頁; なお、North によれば、アルフレッド王 (849-99)が、
いち早く、ウィリアム征服王に先んじて、Oxford の Corfax において消灯の鐘の使用を命じ
ていたらしい（North [1888], op.cit., p. 98）。 
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鐘は午前 6 時と正午と午後 6 時に鳴らされ、消灯の鐘は、夕べのアンジェラスの鐘よりも




ちなみに、1847 年には、教会庶務係(the Parish Clerk)に、この消灯の鐘を鳴らす仕事に対
して、年 10 シリングを支払うことにしたという記録が残っている。この 10 シリングとい







朝祷 (Matins)の時間に、その日に説教がある時には、そのことを知らせる早朝の鐘 (Early 
Morning Bell)が、午前 7 時に第 2 の鐘を使って tolling で鳴らされる。それから 1 時間して、
第 2 の朝の鐘(Second Morning Bell)が第 3 と第 4 の鐘を使って chiming で 15 分間鳴らされ
るが、この鐘が一体何のために鳴らされるのかはよくわかっていない。続いて、朝祷のた
めの鐘が chiming で 10 時 15 分から 10 時 40 分まで鳴らされ、その後、treble の鐘が ringing-in
として 5 分間鳴らされる。ringing-in とは、礼拝を知らせる chiming の鐘の最後に、礼拝が
まさに始まろうとしていることを知らせるために鳴らされる鐘のことである。そして礼拝
の終わりの祝祷 (Benediction)が挙げられるやいなや、第 2 の鐘が鳴らされ、村人たちに朝
祷の終了が知らされる。 
午後の礼拝が行われるときには、そのことを知らせる説教の鐘(Sermon Bell)が第 3 と第 4
の鐘の chiming で鳴らされる。続いて、午後の礼拝のための鐘が午後 2 時 30 分から 2 時
55 分まで chiming で鳴らされ、その後、朝祷のときと同様に、treble の鐘が ringing-in とし
て 5 分間鳴らされる。冬の時期、毎日曜日に行われていた午後の礼拝は、1885 年以後廃止
されている。 
                                                   
257 Walters (1912), op.cit., p.148. 
258 The Notes and Queries (Dec. 15, 1860), p. 476；Jones-Baker (1977), op.cit., p. 160. 
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午後 4 時に、晩祷で説教が行われることを伝える「説教の鐘」が第 3 と第 4 の鐘の chiming
で約 15 分間鳴らされる。続いて、晩祷(Evensong)のための鐘が午後 5 時 30 分から午後 5
時 55 分まで chiming で鐘が鳴らされる。その後、treble の鐘が ringing-in として 5 分間鳴ら
されるが、chiming で鳴らされることもある。 
 このように、Moulton 教区では、朝祷、午後の礼拝、晩祷の 3 つの礼拝が行われていた
1884 年までは、午前 7 時から午後 6 時までの間に、およそ１～2 時間おきに計 8 回、ほぼ
毎回 15 分から 30 分にわたって chiming（ただし ringing-in は treble の tolling）で鐘が鳴ら
されていたことになる。日曜日には、朝から夕方にかけて、教区民はひっきりなしに教会
の鐘を耳にしていたと言ってよいであろう。午後の礼拝が廃止された 1885 年以降でも、朝
祷と晩祷に関わる鐘が計 6 回、平日の鐘の 2 倍の回数の鐘が鳴らされていたのである。 
テレビもラジオもない時代、都会の産業騒音を知らない、ハイファイな音環境を維持して






ある。Moulton 教会では 5 種類の弔鐘――埋葬式予告の鐘、葬式の鐘、弔いの鐘、小児の
弔いの鐘、葬式の鐘――が鳴らされていた（表 16）。 
埋葬式予告の鐘（Winding Bell）は、正午の鐘の直後に tolling で鳴らされて、その日の
午後に葬式が行われることを告知する鐘である。treble の鐘が使用されている。 
人が亡くなると、弔いの鐘(Death Knell)が tenor で数分間 tolling で鳴らされ、その死を告知
する。その後しばらくしてから、死者の性別が、男性の場合は tenor の鐘の 3 連打を 3 回、
女性の場合は 2 連打を 3 回打って知らされる。子どもの場合は、小児の弔いの鐘（Infant’s 
Death Knell）として、tenor より音程が高い第 3 の鐘が使用されるが、性別は大人と同じよ
うにして知らされている。 


























では、すでに述べたように、男性が 3 連打を 3 回、つまり 3×3 回、女性の場合は 2 連打を
3 回、つまり 2×3 回、treble の鐘を鳴らしてその性別が告げられているが、同じノーサンプ
トンシャーの他の教区、例えば、Mears Ashby 教区や Marston S. Lawrence 教区、Milton Malsor
教区では、男性と女性に関して Moulton と同じ訃音が鳴らされている。一方、Moreton Pinkey
教区や Lowick 教区、Lutton 教区、Maxey 教区では、男性の場合は 3 回、女性の場合は 2
回の tolling という、より簡略な形で、訃音が鳴らされている263。 
                                                   
259 North (1888), op.cit., p. 137; Madge, op.cit., p. 52. 
260 カイトリー ( 1992)、前掲書、298 頁。 
261 シェーファー、前掲書、355 頁。 
262 カイトリー（1992）、前掲書、298 頁。 





音は男性の場合は 3×3 回、女性の場合は 2×3 回鳴らされるが、その際、5 歳以下の子ども
の場合は treble の鐘が、6 歳から 13 歳までの子どもの場合は 2 番目の鐘、14 歳以上の若者













大晦日の鐘である。午後 11 時 30 分に黙鐘が鳴らされはじめ、その鐘が 30 分間続く。12
                                                                                                                                                     
合には、「ある一人の女性から生まれた我らの救世主」を称えて tenor を 2 回鳴らすのが一
般的であったと言われている（North [1878], op.cit., p. 122）。しかし、実際には、本論の以
下に述べているように、必ずしも男性が 3 回、女性が 2 回を中心にして訃音が鳴らされて
いたわけではなく、その鳴らし方には地域差がかなりあったと言える（Walters [1912], op. 
cit., pp. 144-145）。 
264 Cocks, op.cit., p. 519. 


















Moulton では農作業の鐘として、以下の 4 種類の鐘が鳴らされていた。 
 











を代表する鐘として、この 2 つの鐘について見ていきたい。 
 収穫の鐘は、すでに述べたように、収穫作業という労働の開始と終了を告げる鐘であり、
その労働は通常夜明けとともに始められ、日没と共に終了されるものであった。収穫の鐘
は、北部のヨークシャーの Driffield では朝の 5 時と夕方 7 時に267、イースト・ミッドラン
ズのリンカンシャーの Barrow-on-Humber では明け方と日没頃に鳴らされていた268。教区教
会の鐘ではなく､振鈴(hand bell)や角笛(horn)が使用された例も報告されている。ノーサンプ
                                                   
267 William Andrews, Curious Church Custome and Cognate Subjects (london,1895), p. 46: 
Morgan. (1982), op.cit., p. 158: The Notes and Queries (Nov. 3, 1860), p. 356.  
268 Barrow-on-Humber では、1713 年に教会庶務係(clerk)が収穫の開始から諸聖人の日(11 月
1日)まで毎日収穫の鐘を鳴らし、復活祭（春分の日以降の最初の満月の後の最初の月曜日）












たことが知られている。Moulton と同様、いずれも朝 4 時に鳴らされているが、収穫作業
の終了を告げる鐘は鳴らされていない。なお、Walgrave では 1878 年の時点で収穫の鐘は
依然として鳴らされていたが、Spratten では 1848 年頃にその鐘は鳴らされなくなり、
Wellingborough でも廃止された時期は不明であるが、1878 年の時点ではすでに鳴らされな
くなっていた。 
19 世紀末、ノーサンプトンシャーで収穫の鐘が鳴らされていたのは Moulton と Walgrave 






落穂拾いの鐘は、ノーサンプトンシャーの場合、Gretton、Slipton や Staverton など 55 の
教区で鳴らされていたことが知られている（表 17）。エセックスの 59 教区に次ぐ多さであ
る(表 7 参照)。Whittering では 1 人の女性がハンドベルを鳴らすことで落穂拾いの開始を告
知しており、必ずしも教会の鐘が使用されるものではなかったといえる。Moulton におい
て落穂拾いの鐘が鳴らされていた時間はわかっていないが、本論第四章第二節でみたよう
に、落ち穂拾いの鐘が鳴らされる時間は、午前 8 時と午後 6 時、時には午前 6 時か 7 時、
午後 5 時か 7 時に鳴らされるのが一般的であった。Moulton でもこのような時間に鳴らさ
                                                   
269 North (1888), op.cit., pp.174-175; Porter, op.cit., p. 120.  
270 North (1878), op.cit., pp. 152, 438. 
271 ゲルハルト・ドールン-ファン・ロッスム（藤田幸一郎他訳）『時間の歴史』大月書店、









ある。表 18 はそれらの鐘を整理したものである。 
「教会の祭日の鐘」に関しては、マッジは「一日中、陽気な鐘の音が鳴らされて祝われる」
と述べているだけである。ノースは、教会の祭日の鐘として、全部で 15 のものを挙げてい




ランドで広く鳴らされていたということである。少なくともそれら 4 つの鐘は Moulton に
おいても鳴らされていたと考えて良いであろう。 
 表 18 のなかで、「聖人の日の鐘」（4 つの鐘）、「その他の教会関係の鐘」（5 つの鐘）、「農
作業の鐘」（3 つの鐘）、「その他の鐘」（7 つの鐘）の項目に記されている計 19 の鐘は、過
去にはその鐘が鳴らされていたが、1895 年の段階ではすでに廃止されてしまった鐘である。
収穫期の落穂拾いの鐘や大晦日の鐘もここに含まれている。 












                                                   




























                                                   
273 シェーファー、前掲書、132 頁。  
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第七章 19 世紀イングランド農村における収穫の祝祭群と落穂拾い 
の慣習――Ashdon の落穂拾いの慣習に関連して 
 
エセックスは 19 世紀イングランドにおいて落穂拾いが最も盛んに行われていた州の 1










第一節 Ashdon について 
 






表 20 は、1770 年代から 1870 年代までの地域別の小麦の 1 エーカー当たりの収穫高を示
したものである275。エセックスは、1770 年頃では、24 ブッシェル（上位 5 番目の収穫高）、
1800 年頃では同じ 24 ブッシェル（上位 2 番目の収穫高）、1836 年頃では 24.6 ブッシェル
（上位 2 番目の収穫高）、1870 年代では、33.6 ブッシェル（上位 3 番目の収穫高）となり、
19 世紀に入ると、常に上位 3 位以内の収穫高を誇り、その生産性の高さが抜きんでた州で
                                                   
274 Tom Williamson, The Transformation of Rural England: Farming and the 
Landscape 1700-1870 (Streatham Drive, 2002), p. 161. 
275 Mark Overton, Agricultural Revolution in England: Their Transformation of the 





地となっていったエセックスは､19 世紀の 1830 年代、隣接のサフォークと並んで、イング
ランドで最も落穂拾いが広く行われている州であったことが知られている。実に全教区の
4 割以上の教区で落穂拾いが盛んに行われていたのである(図 8 参照)276。その内、59 の教
区で落穂拾いの鐘が鳴らされており、調査した 10 州の中で一番多くの教区で落穂拾いの鐘
が鳴らされていた州であったと言える。表 21 はその 59 教区の落穂拾いの鐘の情報を整理










さて、その黄色に塗られた北部の地域に Ashdon は位置している。現在、Ashdon は、エ
セックスの Uttlesford district に属している。しかし、1890 年代以前、地方行政が教区教会
（parish church）とその教区教会が集まった郡（hundred）を基本的単位としていた時代に
は、Ashdon は Freshwell 郡に属していた。19 世紀において、Ashdon の面積は 5,020 エーカ
ー（１エーカーは約 4000 平方メートル）。当時エセックスで最小の教区は St. Runwald で
13 エーカー、最大の教区は Barking で 12,307 エーカーであった。全体的に見れば、1,000
～3,000 エーカーの面積をもつ教区が大半を占めていたので、5,020 エーカーというのはか
なり大きな面積を持つ教区であったと言える278。Ashdon では、19 世紀半ば、1851 年に議
会エンクロージャーが完了し、51 人のファーマーによってその囲い込まれた農耕地が所有
                                                   





278 The Victoria History of the County of Essex, vol. 2 (London, 1907), pp. 343-354. 
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Ashdon 村の人口は、1801 年で 873 名で、以後漸次増加して、1851 年には 1,238 名のピ
ークに達しているが、以後人口は次第に減少し、91 年は千人を切って 965 名となり、1931














（２）集桿・結束作業(gathering and binding)：刈りとられた穀物を集めて束 
ね、刈り束(sheaf)にする 
（３）乾燥作業(stoking)：刈り束を寄せ集めて立ち束(stook/shock)にして、 
穀物を熟成させ、1 週間かそこら、長いところでは 20 日間ほど、畑で 
乾燥させる 
（４）落穂を集める作業(raking)：レーキで落ち穂をかき集める作業 
                                                   
279 Green, op.cit.,pp.39-41.  
280 Ibid., p.60. 





























や「収穫の貴婦人」（the lady of the harvest）と呼ばれる男性を選出するのが慣例であった。
これは、中世に起源をもつ古い慣習であり、熟達した信望のある刈取り人が互選されてい
た284。 
                                                   
282 Bushaway(1982), op.cit., p. 111.  
283 Jacqueline Simpson and Steve Roud, A Dictionary of English Folklore (New York, 2000), p. 
167. 
284 Ibid., p. 167；Bushaway (1982), op.cit., p. 112.  
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285 Chambers, vol. II (1864), op. cit., p, 376. 
286 Bushaway (1982), op.cit., pp. 111-113; カイトリー (1992)、前掲書、187 頁。 
287 Christopher Wood, Paradise Lost: Paintings of English Country Life and 
Landscape 1850-1914 (Lonodn: Barrie and Jankins, 1988), p. 78. 
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に滞在した画家エグリー(William Maw Egley)によって 1862 年に描かれた作品で、タイトル








ークのファーマーであったトマス・タッサー（Thomas Tusser）が記した農業の指南書 Five 


















                                                   
288 Cristian Payne, Toil and Plenty: Images of Agricultural Landscape in England, 1780-1890 
(New Haven, 1993), pp. 30-31；Wood, op.cit., pp. 78-79. 
289 Kightly (1994), op.cit., “August 3” ; カイトリー（1995）、前掲書、153 頁。訳文は文脈に
応じて一部変更している。 




1 日仕事を休んだら、お酒が原因で休んだのなら 10 シリングの罰金、何らかの用事や家庭
の事情で休んだのなら 5 シリングの罰金、病気が原因なら 2 シリングの罰金等が規則とし
て定められていた291。 
Ashdon における「収穫の王」と「収穫の貴婦人」に関しては、学校に上がる頃に Ashdon
に移り住んだハーバート・ファレント（Herbert Farrent, 1883-1973）が、ギブソンによる 1971
年のインタビュー調査の中で、次のように答えている292。 
 










が「収穫の王」に選ばれていた。彼は 60 歳を越えた老人で、Ashdon Place Farm の馬の世
話係(horsekeeper)で、彼の娘と一緒に Overhall Lane の麓にある雇人用コテッジ294に住んで
いた。彼は大型の農耕馬をこよなく愛し、またその馬の病気や健康面に関する知識も豊富
                                                                                                                                                     
が持てて一人前の男となったのであった(Pamela Sharpe, Adapting to Capitalism 
[Basingstoke, 1996], p. 81)。「装締」は､農村の少年にとって少年から成人への通過儀礼の
役割を果たしていたと言える。 






292 Gibson, op. cit., p. 228. 



























「麦の首、麦の首」(“A neck! A neck!”）と歓声を上げるという儀式が行われていたことが
知られている296。 
                                                   
295 この他に、農場によっては、最初の一刈り（the first cut）は､そこにいる刈り取り人た
ちの中で一番年配の者によって行われるという慣習があった（Sharpe, op.cit., p. 81）。 
296 カイトリー (1992)、前掲書、187 頁。『オックスフォード英語辞典』によれば、この用
語(neck)の初出は 1688 年である(“neck, n3,” OED）。そえゆえ、遅くとも 17 世紀に遡る儀式
であったといえるようである。20 世紀初頭、コーンウォールでは、この伝統的儀式が the Old 
Cornwall Society によって復活されたと伝えらえている。 
また、この「最後の麦束」は、地域によって様々な俗称で呼ばれていた。例えば、スコ




















                                                                                                                                                     
収穫が遅いときには「オールドミス」（Cailleach [old woman]）、西部地方では「首」（the Neck)
や「雁の首」（the Gander’s neck)、ヘレフォードシャーでは「雌馬」（the Mare）、ウェール
ズでは「取り入れ馬」（Caseg Fedi）や「魔女」（Gwrach）、ケント州では「キヅタ娘」（the Ivy 
Girl）といった具合である（Kightley [1986], op.cit., pp. 132-133; カイトリー[1995]、前掲書、
174-175 頁；カイトリー[1992]、前掲書、187-188 頁）。ただし、訳語は一部修正を加えてい
る）。 
297 カイトリー[1992]、前掲書、188 頁; Morgan, op.cit., p. 164. 『オックスフォード英語辞典』
によれば、corn dolly という用語の初出は 1952 年であるが、corn dolly は kirn-baby のこと
であると説明されている。kirn-baby は corn-baby とも言われ、その初出は 1777 年である








op.cit., “6 September”; カイトリー [1995]、前掲書、177 頁)。 








上に腰を下ろしている、盛装した 2 人の男性と着飾って女装した 2 人の男性によって運ば
れ、一行が家に着くと、その 4 人の男性にはケーキがふるまわれた、という300。         
「最後の積み荷」が運ばれ、収穫が無事に済むと、収穫のために雇った農業労働者や全て
の使用人のために、雇い主であるファーマーが陽気な「祝宴」を催すのがしきたりであっ
た。地域によって、その呼称は様々であるが、harvest home dinner や harvest home の他に、
Ashdon を含むイングランド東部では horkey、北部地方では mell supper、南西部地方では
harvest floric、スコットランドでは kirn-feast などと呼ばれていた301。 
『オックスフォード英語辞典』によれば、この「祝宴」としての“hockey”や“harvest-home”








たり仮眠できる場所をしつらえる」人もいた、と言われている305（図 21、図 22）。 
こうした陽気な「収穫の祝宴」の慣習・儀礼は、19 世紀初期になると、中流階級の道徳
                                                   
299 同上書、188 頁。 
300 Morgan, op.cit., pp. 163-164. 
301 カイトリー (1992) 、前掲書、189 頁。 
302 「最後の積み荷」という意味での“harevest home”の『オックスフォード英語辞典』での
初出は 1596 年である。 
303 Chambers, vol. II (1864), op. cit., p. 379. 
304 カイトリー(1992)、前掲書、p. 190. 
305 同上書、190 頁。画家のターナー(J. M. W. Turner)がハートフォードシャーの harvest home












収穫人たちは皆、「Horkey の枝取り」(the taking of the Horkey Bough)を大層、心待ちにした。
最後の麦束（last sheaf）が最後の積み荷（last lord）に投げ込まれると、引き馬（trace horse）
は、その馬具を外され、太い紐が馬の襟首に結ばれ、その紐のもう片方の端は輪にして、












断固たる禁酒の擁護者であったエイモス・ハガー（Amos Hagger）の Hill Farm では、決し
                                                   






























Ashdonの落穂拾いに関しては、Annals of Ashdon (1988)とFive Miles from Bunkum（1972）
という、Ashdon の歴史や生活を記した 2 冊の本に比較的詳しい記述が見出せる。その中に
1884 年生まれで 1974 年に亡くなったメアリー・グッドウィン（Mary Goodwin）が、著者
に対して語った、彼女の Ashdon での生活のインタビュー記事が掲載されている。その記
事には、彼女が Ashdon で実際に行っていた落穂拾いのことがかなり具体的に語られてい
る。Five Miles from Bunkum は、1901 年 Ashdon 生まれのクリストファー・ケタリッジ
（Christopher Ketteridge）及び 1907 年サフォークの Glemsford 生まれで、1914 年から Ashdon
に移り住むようになったスパイク・メイズ（Spike Mays）による共著で、20 世紀初頭の
                                                   
308 Ibid., pp. 85-86. 
309 Ibid., op.cit., p. 86. 
310 Green, op.cit., p.47. 
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Ashdon の生活が描かれている。その中に Ashdon での落穂拾いの様子の記述が含まれてい
る。 
 また、広くエセックス州の落穂拾いに関しては、『エセックス・レヴュー』の第 12 巻（1903
年）と第 34 巻（1925 年）に、関係記事が寄稿されており、貴重な情報を提供してくれる
ものとなっている。しかも、それらの巻は 20 世紀初頭に刊行されたもので、グッドウィル
やケタリッジらが生きていた時代とも重なっている311。 
 表 23 は、『エセックス・レヴュー』の第 12 巻（1903）と第 34（1925）巻に寄稿された
エセックス州での落穂拾いに関する情報を整理したものである。表 24 は、グッドウィル及
びケタリッジとメイズによる、20 世紀初頭の Ashdon の落穂拾いに関する情報を整理した






寄りの White Colne のように、いわゆる「警官」の規制はあるが、落穂拾いの鐘の規制が
ない教区においては、落穂拾いが出来る畑において、「落穂拾いの時間の制限はなく」、い
つでも開始して、好きなだけ続けることが出来ていたようである（表 23 の 3-[3]）。Earles 
Colne や White Colne 教区などでは、落穂拾いは各教区民に限られており、境界に接する畑
の間では監視の目を光らせ、他教区民が侵入したときに乱闘が起こることもあったという
（表 23 の 4-[4]，5-[5]）。 
エセックスでは、1870 年代に刈り取り機が普及し、そして馬力レーキの使用312とともに
落ち穂の量が減少していき、最終的には 1880 年代後半から導入されだした刈り取り結束機
の普及によって落穂拾いと落穂拾いの鐘が終焉を迎えたと言える（表 21 の 3-[6], 3-[12], 
4-[6], 4-[7], 5-[3]，5-[6]）。ただし、ハッセーも指摘しているように、集団化した落穂拾い
は姿を消しても、個人的な落穂拾いは両大戦間まで存続しつづけたのであり313、White 
Colne では、第 1 次世界大戦中に、1 人ないし 2 人の落穂拾い人がよく目撃されている（表
                                                   
311 The Essex Review 12 (1903); The Essex Review 34 (1925). 
312 ハッセ―によれば，馬力レーキがハンドレーキに取って代わるようになるのは 19 世紀
の最後の 25 年間である（Hussey, op.cit., p. 67）。 
313 Hussey, op.cit., pp. 67-70. 
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21 の 3-[7]）。 
Ashdon では、20 世紀初頭、刈り取り作業に馬力レーキが使用され、アメリカのマコー
マック製の刈り取り結束機も導入され始めて、機械化が進みつつある（表 24 の 1-[1])。馬























                                                   
314 Hennell, op.cit., p. 134. 
315 ケタリッジとメイズによれば、1970 年代には Ashdon では果物の落穂拾いがかつての穀
物の落穂拾いに取って代わってしまったという（Ketteridge and Mays, op.cit., pp. 98-99）。 
316 Gibson, op.cit., p.232. 


















が行われていた(表 24 の 2-[13])319。しかも、大麦畑でも豆畑においても落穂拾いが行われ
ていた。豆畑の場合、刈り取り人（breakers）が bagging hook で刈り取る作業を行い、そ
れを積み上げ人（pitcher）が荷車に放り投げた後、女性たちが豆の落穂拾いを行ったので





あたえられていない地域もある（表 23 の 3-[3]）。現在のところ、州で言えば、エセックス
とサフォークとノーフォーク、わずか 3 つの州で「警官」の存在が確認されている（本論
3 章 46 頁参照）だけであるが、これら以外の州においても、「警官」等の特定の名称は与
えられていなくとも、それに相当するものが存在していた可能性がある。今後の調査が必
要である。 
                                                   
318 Morgan(1990), op.cit., pp. 34-35. 










に運ばれて、(i) 毎朝彼女の従者が鐘を鳴らすこと、(ii) 8 時半に村の外れに集合し、女王
が畑に案内すること、(iii) 女王に先導されることなく田畑で落穂拾いをしたら没収される、
という 3 つの掟を宣言し、落穂拾いを監督する役目を果たしている320。 
Ashdon の「女王」に関しては、Rempstone のような詳細な記録は残されていないが、グ
ッドウィンによれば、「女王」は、皆が「公平な機会」を持てるように朝 8 時頃と夜 7 時頃





ばらまかれる」という制裁を科していた、と記している(表 24 の 2-[4])322。 
グッドウィンによれば、落穂拾いの鐘は朝の 8 時頃と夜の 7 時頃、ケタリッジとメイズ
では開始の時刻は明確には述べられていないが、終了は 5 時となっている。1909 年に出版
された、ディーズとウォルターズによる鐘学の本 The Church Bells of Essexによれば、Ashdon
の落穂拾いの鐘は午前 9 時と午後 5 時となっている。Ashdon の落穂拾いの鐘は、20 世紀
初頭において、その鳴らされる時刻は必ずしも一定のものだったのではなく、「女王」の判
断でかなり弾力的に運用されていたと言えるようである。 
表 25 は、その Church Bells of Essex に記載されていた Ashdon の教区教会の鐘について、
その設置年や用途等について整理したものである。19 世紀の Ashdon 教会には、全部で 6
個の鐘が設置されていた。4 番目の鐘が葬式のために鳴らされ、日曜日には 4 番目と 5 番
                                                   
320 The Notes and Queries (Oct.13, 1860), p. 285.  
321 Gibson, op.cit., p. 232. 
322 Ketteridge and Mays (1972), op.cit., p. 81. 
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目の鐘が午前 9 時に礼拝の告知のために chiming で鳴らされている。そして収穫期には 4
番目の鐘が午前 9 時と午後 5 時に落穂拾いの鐘として鳴らされていた323。このように



















していたという(表 22 の 2-[13])324。 
                                                   
323 その他、１番目の鐘は教区委任牧師（Rev. Benedict Chapman）によって寄付された鐘で
ある。2 番目と 6 番目の鐘は聖金曜日に鳴らされていた  (Deedes and Walters, op.cit., 
pp.160-161; Green, op.cit., p.167)。 
324 Ketteridge and Mays, op.cit., pp. 80-81. 落穂拾いに、日除け帽は必需品だったと思われる。
ハートフォードシャーでは女性はキノコ型（mushroom shape）と呼ばれた、縁がすっかり
下を向いた帽子をかぶり、その下にフリルの付いたキャップのようなものを身につけて落
穂拾いを行っていた（Grey, op.cit., [1934], p. 120）。また、ケンブリッジシャーでは“hoods”
と呼ばれた日除け帽を着用したが、その帽子には首筋のところにフリルが 1 つないし 2 つ
付いていた。そして村によってはその帽子の色が決まっていることもあったようで、例え
ば、Fordam の女性たちはピンクの帽子を好み、Soham の女性たちはライラック色(赤みが







に移しかえる作業を行っている(表 22 の 2-[8], 2-[9], 2-[10])。長い穂は gleaner’s knot と呼ば
れる結び目で茎を結んで束ね、その束は畑の傍らに山積みにされる。この gleaner’s knot と
言われる結び目が出来るようになるのには熟練が必要で、その結び目が出来ない者ははさ
みを使って穂を切り落とし、totty-bags に入れる(表 24 の 2-[12])325。そのようにして集めら
れた落ち穂の束は、頭に載せて、短い穂の入った大袋は引きずって家に持ち帰ることにな
る(表 24 の 2-[11])。エセックス州の White Colne では、落ち穂を持って帰るのに「枕カヴァ
ーと乳母車」が利用されている(表 23 の 3-[5])326。ケンブリッジシャーでは“pokes”と呼ば
れた、落穂拾い用に特別に作られた白い綿製の袋に入れた家へ持ち帰り、バッキンガムシ
ャーでは、図 23 にあるような橇を使っていたと報告されている。地域ごとに、それぞれ、
                                                                                                                                                     
ャーでは、少女たちは、図 22 のように、ヘッドスカーフを付けていた（Charles Kightly, 















い茎から麦藁を切り取り、穂をそのポケットに入れたのである(George Ewart Evans, The 





子供が袋(bags)を身体に結んで落穂拾いを行った Grey, op.cit., p. 122；Williams,op.cit., p. 
270；Chamberlain op.cit., p. 29)。 




















なり過酷な仕事であった(表 24 の 2-[15], 2-[16])。さらには、重量のある、落ち穂を頭に載
せて帰るのも決して楽なものではなく、首を痛めることもあったと報告されている331。落
                                                   
327 Porter, op.cit., p. 124; Payne, op.cit., p. 92. 
328 持参した昼食の食糧は、質素なものであったようである。ハートフォードシャーのハ
ーペンデンでは、大抵はパンとバターとチーズあるいは冷肉に、１瓶か２瓶の冷たい紅茶
であり、ウィルトシャーの South Marston ではは 1 日分の食糧を 1 つの袋に入れて持っ
て行き､カップも 1 個持参した。そのカップはハシバミの木々の下に湧き出ている小さな
泉から水をくむためのものであった(Grey, op.cit., p. 121；Williams, op.cit., p. 270)。 
329 Ketteridge and Mays, op.cit., p. 81；Gibson, op. cit., p. 232. Ashdon では休憩は昼食のとき
だけのようである。ハートフォードシャーのハーペンデンでも、休憩は昼休みだけであっ





う 1 度、休止がとられている（Porter, op.cit., p. 124）。ウィルトシャーの South Marston では、
休憩はもっと頻繁で、落穂拾い人たちは午前 10 時に lunch をとり、正午に dinner をとり、
午後 4時頃に再び little dinnerをとり、午後 6時か 7時頃に家路についている（Williams, op.cit., 
p. 271）。 
330 トンプソン、前掲書、23 頁。 
331 Ivy Pinchbeck,Women Workers and the Indutrial Revolution, 1750-1850 ( London, 


























とりわけ、「最後の積み荷」を載せて運ぶ Harvest Home は、極めて儀式化された祝祭であ
ったといえる。刈取り人たちやその家族が行列を作って「最後の積荷」を載せた荷車を曳
きながら沿道を練り歩くことは、刈取り人たちの長かった刈り取り作業から解放された喜
                                                   
332 ジェフリーズ(Richard Jeffries)も、落穂拾いを「チクリと刺す切り株の間を探して落ち
穂を 1 穂ずつ拾い上げる、退屈で、緩慢な、腰を痛める、最も不快で面白くない労働であ
る」と述べている（Richard Jeffries, The Toilers of the Field [London, 1904], pp. 127-128]。 
333 Sayer, op.cit., p. 162. 






1810 年代の馬力脱穀機に始まり、1840 年代の蒸気脱穀機、1860 年代の自動送達刈り取






図 25 は、19 世紀から 20 世紀前半までの時期、収穫作業必要とされる労働者の減少を図
示したものである。1 日で 10 エーカーの田畑における 48 ブッシェルの小麦を収穫・脱穀
するのに必要な労働力を示している336。(1)全て手作業で行われていた 1840 年代は 126 人、
(2) 手動送達刈り取り機（＝最初期の刈り取り機）と初期の脱穀機(馬力脱穀機)、結束は手
作業で行われていた 1870 年代は 32 人、(3) 自動送達刈り取り機と蒸気脱穀機を使用した
1900 年代は 21 人、(4) 刈り取り結束機と脱穀機を使用した 1920 年代は 18 人、(5) コンバ
インによる収穫を行った 1940 年代は 3 人337。1840 年代から 1940 年代の 1 世紀の間に、収
穫・脱穀作業の労働力は、機械化の進展により、126 人から 3 人、すなわち 1/40 程にも削
減されていったことになる338。農業の総人口を見ても、1850 年には 150 万人もいた農業人
                                                   





をしていた John Arnold は、毎 8 月、収穫のためにエセックスへやって来ていたのだった
（Sharpe, op.cit., p. 81；トンプソン、前掲書、375-382 頁）。 
336 Bushaway (1982), op.cit., p. 108, Figure 1. 
337 S. J. Wright,“Mechanical Engineerig and Agriculture,” Journal and Proceedings of the Institute 
of Mechanical Engineers 156.1 (1947), p. 21, Table 1. 
338 一人の労働者が 1 エーカーの収穫に要する労働日数（刈り取り[cutting]だけでなく、集
桿・結束( gathering and binding）と落ち穂を集める raking の作業に要する労働日数)を見て
も、機械化の進展による労働力の削減は明白である。sickle による根刈りの段階では 4.8 日
かかっていたのが、bagging hook(3 日)から scythe(2.4 日)へ、さらには手動送達刈り取り機
(1.1 日)から自動送達刈り取り機(1 日)へと機械化が進むにつれて労働日数は短縮されてい
き、刈り取り結束機の段階になると僅か 0.5 日、sickle の根刈りのときの 9 分の１にまで労
働日数が短縮されたのであった(Overton, op.cit., p. 124)。 
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 また、ウェールズでの例であるが、scythe で作業する費用は 1 エーカーにつき 10 シリ
ング､刈り取り結束機ではその費用は 4分の 1であったと言われている(“Reaping Machine”）。
このように、資本的には刈り取り結束機の導入への投資は正当化されえたのであった。 
339 E. J. T. Collins, Sickle to Combine (The Museum of English Rural Life, University of Reading, 































                                                   
340 福士、前掲論文、232 頁；E. P. Thompson, Customs in Common (New York, 1991), pp. 6-8. 






























                                                   
342 近藤和彦『民のモラル――近世イギリスの文化と社会』山川出版社、1993 年；近藤和







































































Glean/lease について    
 
 19 世紀のフランスの画家ミレーの『落ち穂拾い』に描かれている落ち穂拾いをする人を




女伝』(The Legend of Good Women, 1385 年頃) である。14-15 世紀には glene と綴られてい
たが、15-16 世紀には gleyne、16 世紀には glayne, gleme, gleame, gleime、16-17 世紀には gleane
と綴られ、17 世紀以降、今日一般に用いられている glean という綴りになったとされてい
る。ちなみに gleaner 及び gleaning という用語の初出は、いずれも 15 世紀半ば（1440 年頃）
である。 
さらに、同辞典によれば、南部及び西部諸州では一般に lease という用語が用いられて
いると説明されている。lease の用法は glean よりも古く、その初出は 1000 年頃である。 
11 世紀には lesan と綴られていたが、14 世紀には leese、14-15 世紀には lese と綴られ、、16
世紀以降、今日一般に用いられている leaseという綴りになり、さらに 17 世紀以降には leaze
という綴りも用いられている。なお、gleaner を意味する leaser の初出は、gleaner の初出よ
りも早い 14 世紀半ばであり、その名詞形 leasing の初出は gleaning の初出よりも遅い 16 世
紀前期である。 
興味深いことに、中世を代表する文学作品の１つであるラングランドの『農夫ピアズの
夢』（William Langland, The Vision of William concerning Piers the Plowman）のBテクスト（1377
年）には lese (lease)が用いられ、C テクスト（1393 年）には glene (glean)が用いられている。
Wycliffe (c. 1328 － December 31, 1384)の英訳聖書では「レビ記」の 19 章 10 節、ブドウの
gleaning に関する律法を述べている箇所において lease (“to ben lesid”）が使用されている
が（Notes and Quries (Aug. 8, 1921), p. 112）、ジェイムズ王の命で翻訳された欽定訳聖書(1611
年)では glean だけが用いられており、lease は一切使用されていない。 
以上のことから、古くは落ち穂拾いを意味する英語は lesan (lease の古い形)であったが、
14 世紀後期に glene (glean の古い形)という用語が新たに登場してきたと言える。欽定訳聖
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1876-1880）の自伝的フィクションである『ラークライズ』（Lark Rise, 1939）では“leaze” (leaze
は lease の 17 世紀以後の異形である [“lease,” OED])が使われている。 
なお、『オックスフォード英語辞典』には、“To glean”を意味する用語として、lease の他
に、songo ないし songow（19 世紀には sangow, songa 等の語形も用いられた）が挙げられ
ている。その初出は 17 世紀後期（1688 年）であるが、1820 年以降、この語は西部方言と
して使用されている。さらに gleaning に関連する用語として、一握りの落ち穂を意味する
single が挙げられている。Single はスコットランドや北部のノーサンバランド ch の方言で
あり、中西部の諸州(チェシャー、シュロップシャー)では single の代わりに songle が一般
に使用されている。南西部のデヴォンシャー及びコーンウォールではより単純な語形の
sang, zang も用いられている。 
gleaning や leasing で集められたのは麦類の穂が主要なものであったが、先述の Wycliffe
の英訳聖書の「レビ記」の記述にもあったように、麦以外のものもその対象となった。『オ
ックスフォード英語辞典』には豆類や果実の gleaningの用例も見いだせる（wad, v.1; beurré）。
これに関連して興味深いのは、聖書にも言及があったブドウの gleaning を指す用語として、
grapelage や reacement という英語が存在していたことである。いずれも 17 世紀に使用され
た用語で、現在では廃語となっている（Cf. 聖書では､穀物、ブドウ、オリーブの gleaning；
英国では豆類が加わっているのが目を引く；小麦と豆の落ち穂拾いについては Eden が指
摘しているノーサンプトンシャーの例をみよ。[Bushaway, By Rite, pp. 141-42.]; オックスフ
ォードの Islip 荘園では、1533 年に、「売るためではなくて、自分が使用するためでなけれ
ば、the Assumption of the Blessed Mary の祭日[8 月 15 日]の前に、領主の森のクラブアップ
ル(crab apples)を落ち穂拾いすることをしてはならない。違反する度に罰金 40 ペンス。」と
いう規定が出されている。[Barbara F. Harvey, ed., “Custumal (1391) and Bye-Laws (1386-1540) 
of the Manor of Islip”]）。 
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